戦時下の小説にみる〈歌〉の役割 by 廖 秀娟
 At7:00on the8thofDecember1941, thecitizensofJapanhadreceived
news from the radio that thePacificWarhas startedwhen Japanhas






December.Therewereatotalof fivenovelswhichwerecalledThe Novels 
of the 8thofDecember,accordingtoaninvestigationbyOdagiriSusumu.The
SecondSino-JapaneseWareruptedon the7thof July,1937has introduced
theNationalSpiritualMobilizationMovementandNationalServiceDraft
OrdinancebytheJapaneseGovernment toensure thesuccessof thewar.
Aside from the requisition of citizen, songswere also included as the
prevalenceandpopularityofwarsongswereviewedastools topropagate
nationalpolicies,whichisalsoanimportantstrategyofinculcatingpatriotism
tocitizens.MostoftheworksinThe Novels of the 8thofDecemberdescribed
thesingingofwarsongs.Thus, theresearchwill emphasizeon theradio
announcementsandwarsongswritteninthenovels.
















多く活躍したのは、1941年12月 8 日午前 7 時に大本営がラジオを通して「開
戦」を告げたその日であった。
　1941年（昭和16年）12月 8 日東京時間午前 3 時19分、第一波183機の艦上
機群は真珠湾に迫り、米海軍の最大根拠地真珠湾に空襲を仕掛け、日本は太平
洋戦争へと突入していった。しかし、日本国民にとって、太平洋戦争は1941

















































第27巻 2 号）のほか、1942年 6 月に掲載の坂口安吾「真珠」（『文芸』第10巻

























作品名 作品内の時間 作品内のラジオ放送内容 軍歌についての描写









う に、 た だ い ま、 大 本 営 陸
海軍部より発表されました。
……もう一度くりかへして申











7 時 の 臨 時






















作品名 作品内の時間 作品内のラジオ放送内容 軍歌についての描写
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太宰　治「十二月八日」『昭和戦争文学全集 4　太平洋開戦―12月 8 日―』集英社、1964.8、192-200頁。

































13  杉井和子氏は「『真珠』（坂口安吾）の悲しい笑い」（『笑いと創造』第 5 集、勉誠出版、2008.3、423頁）
で「『真珠』が、三月七日の新聞記事に触発されて成立したことは明白であるから、安吾の小説の
終わり近くの「三月四日の夜になって」が創作を始めた実際の時間である」と指摘した。
14  大本営発表後、「九軍神」が神話化されていく当時の言説並びに、同時代の文学者や詩人、俳人、
新聞記者の報道ぶりについて、大原祐治氏は詳しい調査を行い、詳細にまとめたのである。（大原
祐治「「歴史」を書くこと―坂口安吾「真珠」の方法―」『日本近代文学』65集、2001.10、206頁）
＊討論要旨
　谷川惠一氏は、小説における戦時歌謡の意味を論じるにあたって、対象を特に1941年12月 8 日を描
いた作品に限定した理由を尋ねた。発表者は、当日のラジオはニュースの合間に軍歌を一日中流して
いたことから、この日を扱った小説にも軍歌が登場する場合が多いのではないかという仮説を立て、
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一点ずつ目を通したうえで、軍歌が中心的なテーマになった作品、軍歌が部分的に登場する作品など
に分類している、と研究の経過を説明した。また、本発表では取り上げなかったが、児童文学には軍
国主義教育との関連から、軍歌が登場する作品が多い、と述べた。
　谷川氏はまた、伊藤整「十二月八日の記録」はルポルタージュに分類するべきではないか、と指摘した。
発表者は、先行研究によれば、この作品は一部創作であるとされているため、ここでは小説として扱っ
た、と回答した。
　谷川氏はさらに、「出征兵士を送る歌」が太宰の小説のなかで果たした役割について質問した。発表
者は、調子外れの軍歌がもたらす意味については既に指摘があるものの、見送る側がうたう歌であっ
たことや、歌の調子に合わせて行進できない主人の様子に着目すると、主人が兵士に不適格な人間で
あることを表していると解釈できる、と回答した。
　江﨑公子氏は、1941年12月 8 日当時、ラジオで流れていたのが主に管弦楽曲であったことや、当時
うたわれていた軍歌が時代遅れだと批判されていたことから、軍歌が戦意高揚の役割を果たしたとは
考え難い、と発言した。江﨑氏はまた、発表タイトルにある〈歌〉とはどのような意味か、と質問した。
発表者は、今回取り上げた歌のなかには、坂口安吾の「真珠」に登場する鼻歌なども含まれているため、
「軍歌」ではなく「歌」と題した、と回答した。
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